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第１３０号 

鹿沼市立さつきが丘小学校 

ＰＴＡ広報部 

児童数 600人 家庭数 472軒 

(令和 4年 1月時点) 

 
 
 
 
 
7月 5.6日に七夕飾りの準備が行われました。今年度

も新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、残念な
がら夏祭りが中止になりました。コロナ禍の中でも児童達に
夢や希望をもってもらいたい、季節を感じられる行事をと、企
画された七夕飾りでした。  

1日目は、本部役員執行部による竹の切り出し作業が
行われました。学校駐車場横の竹林から竹を切り倒し、長
さを調整して余計な小枝を切り取り、全クラス分と予備分で
計 22本の竹を仕上げました。 

2日目は、事業部と体育部による飾り付けが行われまし
た。竹取り付けの説明を聞き、各学年に別れて取り付けと
飾り付けをしました。各担当内皆で協力しとても綺麗な七
夕飾りが出来上がりました。 
役員の皆様、教職員の皆様にはお忙しい中、準備から

片付けまでご協力頂きありがとうございました。 
  
 
 
 
 
 
 

 七夕飾り                    

 

 
 
 
 
 
近隣企業より、児童が安心して通えるように校舎に光触

媒コーティングをしてくださるとのお申し出がありました。 
9月 23日に校長先生・ＰＴＡ会長が贈呈式に出席

し、同日にコーティング作業も行われました。 
前日のうちに、先生方がコーティング場所の拭き取り掃除

を行ってくださり、当日は企業の社員様によるコーティング作
業が行われました。教室内の机や椅子をはじめ、階段やトイ
レ等の主に児童が普段触れる箇所をコーティングしてください
ました。 
感染防止策に注力してくださる先生方の負担が軽減され

ることでしょう。

光触媒コーティング 

 

 

 
今年度は 6.11月にリサイクル部によるアルミ缶・スチー

ル缶の回収が行われました。 
感染症拡大防止の為、中止月が多く 2回となりました

が、児童の登校時間帯に昇降口にて回収を行いました。 
新年度からはリサイクル部が廃部となり、回収ボックスも

撤去となります。回収の益金は学校・児童の為に使われま
す。活動にご理解ご協力頂きありがとうございました。 

 

 

 

 

秋も深まる中、お天気にも恵まれ 11月 24日に持久
走大会が開催されました。コロナ禍での 2年振りの校外コー
スでの開催でしたが、交通指導員の方々や体育部の皆様
のご協力のもと、安心・安全に競技を進めることが出来まし
た。また、密を避けながらの応援となりましたが、保護者の皆
様の応援が、子ども達の『最後まで頑張って走る力』となった
ことと思います。ご協力くださいました役員の皆様、応援に駆
け付けて来てくださいました保護者の皆様、ありがとうござい
ました。 

  

アルミ缶・スチール缶回収 

持久走記録会 

専門部 活動風景 
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特集 さつきが丘小児童の生態 

 
先日皆様に回答いただきました、アンケート調査結果を報告いたします。 
 
・仕事等で保護者不在の家庭が多い中、子どもたちはどこで遊んでいるの？どうやって約束しているの？ 
・低学年だと一人で遊びに行かせるのは不安。いつから自転車で遊びに行くようになるの？ 
・コロナ禍の中、今までと変わらず遊んで良いのか悩む… 
子どもたちの生態把握にお役立ていただけましたら幸いです。 

 

１．放課後や休日、友達と会って遊んでいるのは何日程度ですか。 

40%

13%

27%

16%

4%
１.２年

ほとんど遊ばない 月３日以下 週１～２日 週３～４日 週５～７日
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２．オンラインゲームや SNS で、友達と連絡を取り合う機会は週何日程度ありますか。 
 
 

82%

7%
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4% 2%
１.２年

ゲームやSNSを利用しない 月2～3日以下 週１～２日

週３～４日 週5～7日 把握していない
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３．遊ぶ約束はどのようにしていますか。 
 

49%

33%

18%

１.２年

子ども同士で約束 子ども同士で約束した後、親が連絡取り合う 親同士で約束

82%

18%

３.４年

91%

5%

4%５.６年

～保護者が気になる放課後や休日の友人関係あるある調査～ 

子ども同士で約束をしてくるようになり、学

校外でも遊ぶ友達ができたのだなぁと、嬉

しく思います。 

高学年の子はもっと遊んでいるのかと思

っていましたが、下校時間が遅くなり、 

習い事をしている子も多いので、遊ぶ

機会も減ってしまうようです。 

 

ゲームをやっている子は多いですが、事

件やトラブルが心配な為、SNS の利用

を慎重に考えている保護者が多くみら

れました。 

ゲームの時間が多くなっているのが心配。 

ゲーム中の言葉遣いが乱暴なのが気になる。 

コロナ禍で友達と遊ばせ難くなってしまった

が、オンラインゲームで友達とコミュニケーショ

ンをとれているようでよかった。 

携帯を持っている子が、写真をネット上に載

せてしまわないか心配。 

携帯を持っていないことで、友達グループに入

れてもらえないトラブルがあったらどうしよう。 
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３－２．（子供同士で約束していると回答の方）約束方法を教えてください（複数回答可）。 
 

４．遊ぶ場所・待ち合わせ場所までの主な交通手段を教えてください。 

6%

58%

36%

１.２年

自転車 徒歩 親が送迎
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44%
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３.４年
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５.６年

５．友達との待ち合わせ場所はどこが多いですか（２個まで選択可）。 

58%

40%

2%１.２年

家 公園 商業施設 小学校 お互いの中間点・目印のあるところ

53%35%

2%

8%2%３.４年

51%37%

1%

9% 2%５.６年

100%

１.２年

学校・学童等で直接会って約束 オンラインゲーム中に約束 SNSやメール等で約束

電話で約束 近所・公園にいた子と遊ぶ

85%

5%

5%
3% 2%３.４年

74%

1%

17%

6% 2%
５.６年 どの学年も学校等で直接会った時に約束

している子が多いですね。 

５～６年生になると、自転車が多くな

り、行動範囲が広がりますね。 

家で待ち合わせしている子が半数以上

でした。 

家を知らない子と遊ぶ時に、学校や陸

橋等の目印のある場所で待ち合わせを

しているようです。 

学校で遊ぶ約束をしてきても、予定があって

遊べなくなってしまうことがある。 

友達への連絡手段がなく困る。 

 

まだ低学年で心配なので自転車は使わ

ずに近所なら徒歩、遠い時は車で送迎

している。 

 

子供同士の約束で、待ち合わせ場所で

すれちがいになってしまい、遊べなかったこ

とがある。 

道路での待ち合わせは不安なので、なる

べく公園や家などの安全なところで待ち

合わせをするように声をかけている。 
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６．どこで遊ぶことが多いですか。 

39%

15%

46%

１.２年

家の外（庭など） 家の中 公園
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24%
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３.４年

31%

25%

44%

５.６年

６－２．（家の中で遊ぶと回答の方）自宅と友達の家のどちらで遊ぶことが多いですか。 

40%

60%

１.２年

自宅 友達の家 お互いに行き来している 呼びたいが招けない

46

%
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45

%

３.４年
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７．お子様が遊んでいる友達の家や保護者をどの程度知っていますか。 

76%

9%

15%
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１.２年

保護者の連絡先もしくは家の場所を知っている 保護者を知っている（顔がわかる程度）

友達の顔もしくは名前を知っている 知らない
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☆編集後記☆ 

今年度も感染症対策の為、縮小した PTA活動ではありましたが、取材していて一番楽しいと感じた行事
は、やはり保護者の皆様の応援の声が聞こえた「持久走記録会」でした。 
アンケートでは、友人関係やゲーム・SNS に関するコメントを多数いただきましてありがとうございました。 
紙面の都合上、全てを掲載できないことをご了承ください。いただきましたコメントは学校と共有し、学校の全

体的な指導にも役立てていただくこととなりました。 

公園では同学年以外の子も交えて遊んでお

り、遊びを通してルールやマナーを学んでいると

感じる。 

友達の家で遊ばせてもらうことが多いが、

相手の家に負担になっていないか心配。 

来てもらうのは大歓迎。友達本人には確

認しているが、出したお菓子にアレルギー

がないか心配。 

高学年になると、子供だけの世界も広

がりますが、コロナ禍で学校行事も少な

く、保護者同士の面識がない場合があ

り、子供だけでのやり取りになりやすいの

を不安に感じる保護者が多いようです。 


